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論文内容の要旨
節IJdS
I,%子軸示版はインターネット上のコミュニケーションツールの一つである.ユーザは姓名で他のユ
ーザといつでもどこでもコミュニケーションを図ることができる｡現在､昭子掲示板上において.相
手を不快にする発雷や挑発･掘る発音が出現し､対処に追われている｡これらの発音を放桝すると､
勘塊社会でのイザコザに先供することもある｡奨掛こ､学校滋サイトにおいて､不適切な発音が鶴来
社会での嶋崎やいじめや自殺未遂といった社会問庵を引き起こしており､このような不適切な発音を
減少させることが社会糊雌を解決する方法の一つであると首える｡
胡瓜　このような不適切な発育に対し､政府によるプロバイダ斑任制限蛙の制定や､自治体による
I.･Li子細示収のパトロールを行うことで対処している｡このような不適切な行為に対して酷税を行い､
削除するなどといった対処は非衛に盈変である.しかし､それと同時に不適切な発音をしないように
ユーザを故付文擾することが不適切な発音を減少させるために非僻に東嬰である｡
ここで､なぜ､ユーザが不適切な発育を投稿するのかに弟目した｡不適切発雷には､ユーザが意図
的に行う噛合と､過失による場合の2通りが存在している｡意図的に行う場合､監視し削除するとい
った対応以外方法がない｡しかし､過失による場合は､ユーザが投稿する発雷が不適切な発音である
ことを雌解していない､ l那王者を不快にする発音かどうかわからないなど経験不足が原因の一つであ
ると考えた｡そこで､投稿脚こ､ユーザに投偶発首が不適切発音であることを捷示することができれ
ば､過失によって投稲することを減少させることが期待できる｡そのためには､投稿発音が通常の発
言Iなのか,不適切な発音なのかを分類する手法が必軒である｡
本棚兜では1'･u子掲示&-上の不適切発音を減少させるために､ユーザの緯吸不足に祈目し､ユーザへ
激軒文鎮を施すことを目指す.そのために､投稿党首が不適切発音かどうか分析するために必瀕な婆
魂を明らかにし､発雷分新手法の廠立を目指す｡
恥2碑
林･':号で札取り扱う鴨子掲示板の発育の定我を行い､対象とする発音を分析するために増子掲示板
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の発雷の特徴と電子掲示板のシステムの特徴を明らかにする.
対象とする発言は､通常のコミュニケーションを意図した-.通常発言''､通常のコミュニケ-ショ
ンを阻害し､他者を挑発･不快にする"不適切発音"､通常発言とも不適切発音ともとれるL噸昧発言"
と定義する｡これ以外に､文字や記号で絵を描くアスキーアートや無意味な発音の鎌り返しなどが存
在するが､本研究では取り扱わない｡ノ
I.電子掲示板の発雷には､発言者名やメールアドレス､ IDなどを紀入し表示することも可能であるが､
発言者が任意で変更できるため､それらのI.'欄から投稿した発言が不適切発言かどうか判断すること
は難しい｡そこで､発音を分析するために発言内容と鴫子掲示板の利用方法に邪目した.党首内容を
直接評価することによって､その発言を通常発言と不適切発言の2税掛こ分類することが塵要である｡
発雷は丈TF.･で桝成されているため､発言を分類する手掛かりとして､発言中の単詩を利用することを
巧･えた｡また､ユーザは過去の発雷を説み､流れを把梶することにより､鵡子拙示板を利用している｡
よって.発Id･が不適切かどうかは.投掛特の亀子掲示板の'#圃穀もが笥与していると埠えた｡以上より､
I.悦子掲示板の発-Jを通北発言と不適切発雷の2柵矧こ分離するために必少な公卿ま､党首毎の評価お
よび心子粗示板の尖馳気であることを明らかにした.
第3章
本,.:･f:では,発言毎に評価することによって､投有:･tJされる発言を通常発言と不適切発言の2郁男刺こ分
類する手法の埴案を行った｡ 'I･B子掲示板の発言は文字や記号で梢成されているため､発嘗中の単語が
評価分類の手掛かりとなる｡ここで､ ri.u子如示板の発言のように文字や記号で7;I･賢かれているコミュニ
ケーションツールとして･.忠子メールに新目した｡ ''lL王子メールには､相手とやり取りを行うための通常
のメールと､受信者が許可していないのに送られてくるSpamメールが存在する｡ Spamメールは受信
者を不快にするため､多くのスパムメールフィルタリング手法が提案･実装されている｡本研究では･
スパムメールフィルタリングの処理方法の一つとして､分頬yJ'･度が高く処理もiTi(ないペイジアンフ
ィルタに新目した｡ Spamメールを不適切発音とみなし､ペイジアンフィルタと同様の処理を行うこ
とによって投椀発音を通解発雷と不適切発言の2梯矧こ分栃することができるのではないかとJS.えた｡
ただし, Spamメールは､広昏･勧誘が目的であり､ある程度使用される単術や文句が決まっている
のに対し､不適切発雷は､柄雌や話の流れによって池常発音にも不適切発雷にも使われる-Tii籍や文句
が存在する｡そこで､鳴子掲示板の発言に対応させるため､ lつの朋削こ状況に応じてhr数の評価1位
を与えることを希えた｡そのため,単騎と同時に出現した単緒でペアを作成し､組み合わせた幣給に
応じた評柵也を付与することを提案した｡
発雷中の恥譜と単鰭のペアの2柵頬の学習データを利用し､ペイジアンフィルタと同様の処理を行
うことにより､発話の分鮒を行う｡分規結果の組み合わせにより､次の3パターンに分析することを
提案した｡割創こよる分析が通常発音であった場合､ペアの結果に限らず通館発音候棚に分析する｡
単語による分頬が不適切発言で､かつ､単請のペアによる分類が通常発音であった場合､これは未判
定発音に分難する｡単軌こよる分類も単語のペアによる分桝も不適切発雷であった喝合､不適切発言
候抑こ分#'iする｡また,未判定発言を再分類するために､発言中の通常幣緒と不適切単話の出現割合
を利用し分板することを捷来した｡
検証実験の結火､発言ごとの分類を行うために必要な要素が,単語と単韓のペアであることを明ら
かにした｡また､発言の主観評価方法について倹肘を行い､発雷単体では分類できない状態を指摘し､
再分類するためには相子掲示板の'#四気評価が必要であることを明らかにした｡
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第4章
本章では,亀子掲示板の劣囲気を評価するために､発宮中の単語に者目した｡電子掲示板の多くは､
発言が投稿された順に表示される形式をとっている｡ユーザは､過去の発音を読み､発音の流れを把
握した後､流れに沿った発雷を投稿することが一般的なマナーである｡そこで､電子掲示板の雰囲気
を評価するために､電子掲示板のその一般的なマナーに着目した｡
ユーザは､過去の発言を読んで現在の髄子掲示板の劣囲気を把握するため､過去の発言に使われる
戦きが'延子掲示板の雰囲気に影鞘を与えていると埠えた｡また､発言は投稿脚こ並んでいるため､発
雷の流れを把握するために､それぞれの発言がどうつながっているかを把握していることから､発言
の連鎖が相子掲示板の雰囲気に寄与していると考えたoそこで､発言中の閲fin三者に嫌悪感を与える単
語と好感を与える単吉削こ荊目した｡また､発言のつながりを"発音の連鎖いとし､発雷の辿鎖がどれ
だけ発生するかにもatl7-目した4
'由子掲示板の尖碑気を評価するために､荒み度という新評価精機を檀粂した｡発音中の2種類の単
給から､発言それ自体がJLrLE子掲示板の劣四気にどれだけ17献したかを数偵化した｡また､発音の辿鎖
から､その発雷自体が髄子紬示板の'#囲気にどれだけTl献したかを数個化した｡発言単体と発音の連
鎖から､荒み度を芥出し､その数値の変化の度合いから凋子掲示板の劣開気を評価した｡
荒み度が下落した喝合､眺悪感を与える単緒が多(出現する､または､そのような発言の迎節が続
いていることを示しているので､ '#囲気は悪化状態と評価することを棲案した｡逆に､荒み度の変化
がない.または､上昇した頃合､閲覧者の感鵬に変化を与える単語が出現していない､または､好感
を与える単緒が多く出現し.そのような発言の連鎖が続いていることを示しているので､ #囲気は通
常状態と評価することを提秦した｡
検証実験の結果､荒み度が下落している梅陶では､ l'･.'iり合いや悪口などが.1!:かれている発言が多< ､
主観評価においても劣神気が悪いという回答が得られ荒み度による穿節気評価と主税評価が一致し
ていることが示された｡また.荒み度が変化しない､または､上昇している純絹では､池常のコミュ
ニケーションを図る発言が多く出現しており､主観評価でも劣開気は通常､または､良いという回答
が得られ荒み度による谷田気評価と主観評価が一致していることが示された｡以上より,増子掲示
板の'劣囲気は､発言中の雌悲感を与える単語と好感を与える単緒に発言の辿鎖を考雌することによっ
て数値化した荒み度という評価指枕を用いることによって､評価することが可能であることを示した｡
第5章
本章では, 3車で授案した発言単位での発言分矩手法と4章で提案した増子掲示板の'井部災評価方
法を用いることによって､ 'ib子掲示板に投帖された発言を自動分類する発雷分類手法の捷案･確立を
行った｡また､手法の確立により､不適切発言を過失によって投稿するユーザに､不適切発言である
ことを鎚示する利用者教育が実現可能であることを示した｡
発言単位で評価を行った場合､通常発言とも不適切発言ともとれる未判定発育が出現していた｡こ
の発音は､投稲時の'滋子掲示板の劣囲気によって､通常発言と不適切発音のどちらに分類されるかが
決定されると考えた｡よって､劣囲気が通常,または､良い場合､未判定発雷は通常発雷候補に分類
し､劣瀦気が悪化している場合､未判定発言は不適切発言候補に分類することを擢来した｡
提案した手法の妥当性を示すために,未判定発言と主観評価の比較及び発言の分類精度の検証を行
った｡その結果､雰囲気が通常または良い場合､未判定発言に分類された発雷は95%以上の割合で主
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現評価でも通常発音に分類されることが判明した.また､雰囲気が悪化の現合､主観評価によると､
束判定発言のうち約60舶囁常発言に分類され､約40別号不適切発音に分類される結果が得られた｡
･#困気を考放した未判定発音の再分類の結果､電子掲示板の発音を通常発音を78･4%の林産で･不
適切発音を79.8%の柵庚で分類可能であることを示した.
本章で札電子掲示掛こ投稿された発言を自動的に分類する手法を確立し､ユーザが過失によって
不適切発音を投輪してしまうユーザに対して､不適切発音であることを捷示することが可能であるこ
とを明らかにした.これにより､このような発音を投稿する経験不足のユーザの教育支級が実現可能
であることを示した.
第ら咋
本章はまとめである.
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輪文審査括集の要旨
Web上のコミュニケーションツールの一つである電子掲示掛こおいて､不適切発音が投沸されることに
よってプライバシーの横車やいじめの温床となるなど社会開頬が起きている｡この開港の解決のために､
不適切発音の投稿を予防することが一つの方法であると言える｡筆者は､利用者が集魚不足のために不適
切発音と経織せずに投稿していることに着目し､不適切発音になることを提示して投稿をやめさせる利用
者教育を考え､これを支壌するシステムに必要となる不適切発言の評価の方法の確立を目的とし研究に取
り組んできた｡本論文は､その成果をまとめたもので,全6章からなる｡
第1章は序論であり､本研究の背景と目的を述べている｡
第2章では､投稿発音を不適切発音と通常発音の2種類に分類することとして､自動分類のための特徴
解析の方法について電子掲示板の利用形態に基づいて考察し､発言ごとの評価および亀子掲示板の雰囲気
の2つの要素があることを明らかにしている｡
第3章では,発音ごとの評価分類について､判別するための要素として発音中の単緒と単騎のペアの2
つを導入して自動判別手法を提案した｡発音の主税評価と比較して検証し､発音ごとの評価だけでは分類
できないという鉄塊を指摘した｡
第4車では､電子拘示板の雰囲気を評価する方法について検討を行い.発音中の単蹄と発音の連鉄数か
ら電子掲示板の雰囲気を数値化する新しい方法を示しその有効性を確かめた｡
第5章では､投稿党首の自動分類の実現手法を壕案している｡本手法は､発音ごとの評価に加えてt発
音だけでは分類を決定できないものを未判別発言とし､これについて雰囲気を考慮して評価することによ
り､発音の分類を行う｡その結果,掲示板の発言について通常発音と不適切党首のそれぞれを高い精度で
分類できることを示した｡この成果は､電子掲示板の利用者教育を実現するうえで非常に有益な成果であ
る｡
第6章は籍論である｡
以上要するに本論文は､電子掲示板上の不適切発言が引き起こす社会開増について､不適切発音を投稿
する経験不足の利用者に対し､不適切発音であることを捷示し学習する機会を与える教育支横を実現する
ために､投稿発育を分類する手法を論じ､これが実現可能であること示したものであり､応用情報科学お
よび情報ネットワークの発展に寄与するところが少な(ない｡
よって､本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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